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青
少
年
育
成
市
民
会
議
を
開
催

　

第
７
回
下
呂
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
が
６

月
23
日
、金
山
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
奉
仕
の
各
分
野
で
活
躍
し

た
青
少
年
を
表
彰
す
る「
わ
か
あ
ゆ
賞
授
与
式
」

や
「
少
年
の
主
張
下
呂
市
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

わ
か
あ
ゆ
賞
で
は
４
団
体
と
個
人
60
人
に
表

彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。
少
年
の
主
張
下
呂
市
大

会
で
は
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
７
人
が
出
場
。

日
常
生
活
の
中
で
実
践
し
て
い
る
こ
と
や
考
え

て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
に
馬
瀬
中
３
年
の
和
田
吏
穂
さ
ん
に

よ
る
「
あ
り
が
と
う
」
が
、
優
秀
賞
に
小
坂
中

３
年
の
吉
田
奈
央
さ
ん
に
よ
る
「
信
じ
る
心
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課
】

　 

飛
驒
３
市
１
村
と
愛
知
大
学

　
　
　
　
　
　
　

地
域
発
展
へ
連
携
協
定

　
飛
驒
地
域
の
３

市
１
村
と
愛
知
大

学
は
、
地
域
発
展

に
向
け
た
包
括
的

な
連
携
協
定
を
結

ぶ
た
め
、
７
月
３

日
、
高
山
市
役
所

に
て
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
連
携
は
、

飛
驒
地
域
の
共
通

課
題
で
あ
る
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化

な
ど
の
対
策
に
愛

知
大
学
と
協
力
し
て
取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材

育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

調
印
式
で
は
飛
驒
３
市
１
村
の
首
長
を
代
表
し
て
高
山
市

長
が
「
愛
大
の
力
を
借
り
て
、
持
続
可
能
な
飛
驒
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
、
連
携
し
て
相
互
に
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
愛
知
大
学
の
佐
藤
元
彦
学
長

は
「
最
近
の
課
題
は
１
つ
の
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
広
域
で

も
の
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
観
光
や
人
口
減
少

な
ど
、
当
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題
を
、
当
大
学
の
地
域
政
策

学
部
が
主
に
な
っ
て
、
地
域
社
会
・
文
化
に
貢
献
し
た
い
」

と
述
べ
、
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
経
営
管
理
部　

地
域
振
興
課
】

　

～
暴
力
団
排
除
を
目
指
し
て
～

　
　
　

祭
礼
等
へ
の
出
店
を
許
可
制
へ

　
今
年
度
か
ら
「
い
で
ゆ
夜
市
」「
下
呂
温
泉
ま
つ

り
」、「
馬
瀬
川
花
火
大
会
」
へ
の
露
店
、
屋
台
店
等

行
為
に
つ
い
て
許
可
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

安
心
、
健
全
な
祭
礼
を
目
指
し
て
各
実
行
委
員
会
が

暴
力
団
を
排
除
す
る
目
的
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
祭
礼
等
に
お
け
る
許
可
制
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
総
務
部　

防
災
情
報
課
】

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　
　
　
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

７
月
２
日
に
、

「
第
62
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
式
が
あ
り
、

江
原
清
寿
下
呂
保
護
区
保
護
司
会
長
か
ら
野
村
市
長

へ
、
法
務
大
臣
と
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
市
内
各
地
で
更
生
保
護

関
係
者
ら
に
よ
り
、
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
、
犯
罪
や

非
行
を
防
止
す
る
よ
う
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
総
務
部　

総
務
課
】

左より國島高山市長、井上飛驒市長、
 佐藤愛知大学長、野村市長、成原白川村長

少年の主張をする和田吏穂さん
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◆ケチカン市
アラスカ最南端の自然豊かなまち
◇派遣団…12 人 ( 金山中 4、下呂中 6、竹原中 2）
◇派遣期間…3/27 ～ 4/8 (14 日間 )　

◆ペンサコーラ市
メキシコ湾に臨み白い砂浜が有名なリゾー
ト地。アメリカ海軍航空基地のあるまち。
◇派遣団…20 人 ( 竹原中 5、下呂中 1、萩
原南中 5、萩原北中 4、小坂中 5）
◇派遣期間…3/28 ～ 4/6 (10 日間 )

平成 23 年度  下呂市中学生海外派遣事業
　下呂市では米国アラスカ州ケ
チカン市とフロリダ州ペンサ
コーラ市との姉妹都市提携を締
結しており、両市との国際交流
事業を進めています。
　今年も国際感覚の豊かな人づ
くりを進めようと、32 人の中
学生を両市へ派遣。現地の小中
学生らと交流を深めました。
　異国でのホームステイは生徒

たちにとって貴重な経験です。
これからの人生への、大きな財
産となったに違いありません。
　またケチカン市やペンサコー
ラ市からの訪問団も下呂市を訪
れ、各家庭にホームステイしな
がら、日本の生活様式や文化を
学びました。こうした交流が引
き継がれることで、より一層、
両市の絆が深まっていきます。

　Take Action　
〜伝えよう日本・学ぼうアメリカ～

◆下呂庁舎前で記念撮影
ケチカン訪問団が市長を表敬訪問。
全員で記念写真を撮影しました。

◆ペンサコーラ市での記念植樹
ペンサコーラ市長をはじめ派遣
団らによる植樹が行われました。

日
米
桜
渡
米
100
周
年

　
　
　
　
　
記
念
式
典

　

本
年
は
、
日
本
か
ら
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
へ
桜
を
贈
り
100
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、ペ
ン
サ
コ
ー

ラ
市
の
公
園
や
大
学
で
、
派
遣
団

ら
に
よ
る
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
植
樹
さ
れ
た
桜
の
苗
木
は
、

下
呂
市
が
贈
呈
し
た
15
本
と
、
歴

代
派
遣
団
関
係
者
の
寄
付
に
よ
る

50
本
。
現
地
で
は
、
苗
木
の
贈
呈

や
寄
付
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
と

も
に
、
全
寄
付
者
の
氏
名
と
歴
代

派
遣
団
の
訪
問
年
度
が
彫
ら
れ
た

石
碑
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
両
市
の
友
好
関

係
が
、
植
樹
さ
れ
た
桜
や
石
碑
に

形
を
変
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

アメリカ合衆国

アメリカ
合衆国

カナダ

メキシコ

アラスカ州
ケチカン市

フロリダ州
ペンサコーラ市

【教育委員会社会教育課】

西フロリダ大学にて

ションバー中学校にて

　

金
山
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
金
山

町
と
ケ
チ
カ
ン
市
の
教
育
交
流
を
支
援

す
る
と
共
に
、広
く
世
界
に
目
を
向
け
、

国
際
的
な
感
覚
で
物
事
を
考
え
る
豊
か

な
心
を
育
む
、
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
本
会
の
趣
旨
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
入
会
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
会
費
は
１
０
０
０
円
で
す
。

◎
問
い
合
せ
先　

金
山
地
域
振
興
課
内

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
・
２
２
０
１


